
Title 共産主義の経済的基礎に就て（下）
Sub Title
Author 伊藤, 秀一

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1924

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.18, No.6 (1924. 6) ,p.835(71)- 847(83) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19240601-

0071

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.

笫

十

八

怨(

八
三
四)

雜
錄

け ha
t

 
since 

o
u
r

 

o
^
c
e
r
s

 

are 

g
-
e
n
t
l
e
m
s
,

 

s
d 

.
cr
q
s
n
t
I

(T
>
-
m
.
e
n

 c
o
m
m
o
n
l
y

 :
h
a
v
e

 no. industrial value,: 

t
h
e

 

r
n
o
r
t
a
n
i
t
y

.
 a

m
o
n

/Q.
-
t
h
c
n
r

;-
へ
 B

a
-
V

 :.'be 

set 

d
o
w
n

 

as 

a. net: .gain 

i
n

.
 t

h
e
.
:
e
c
o
n
o
m

o,respect
.

ご 

pro-.

fessor 

v
e

crIen 

m
i
g
h
t

 
p
e
r
h
a
p
s

 

tell 

u
s

 

that 

lie 

reels 

himself, 

s
tr
o
n
g
e
r 

as. a

 .crit

o*. t
h
a
n

 

as 

a. 

in- 

.くB
t
o
r
'
o
r

 .that 

h
e

 

is 

n
o
t

 
一

very, sure 

o
f

 his o
w
n

 

i
d
s
s

ちf

 reconstruction, 

a
n
d

 
that 

if 

h
e

 

f
o
r
m
u
r

 

a
t
e
d
:

 t
h
e
m
'

 .
t
h
e
y

 

w
o
u
l
d

 

n
o
t

 

a
m
o
u
n
t

 .to 

a

 

c
o
m
*

 

p

トe
t
e
:
s
c
h
e
m
e
.

 

W
c

 

.should, a
n
s
w
e
r

 that 

n
o

 

o
n
e

 

else 

is 

in 

a

cr
a
t
e
r case" 

a
n
d
.
t
h
a
t
.

.
 w

e

 .
h
u
n
q
e
r
i
n
q

 

ト or 

:
 a

n
y
t
h
i
n
^
c
o
m
p
l
e
t
e

 

o
r

 

incomplete,, 

w
h
i
c
h

 

.

.tr
^
p
 

to 

3
a
K
C

 

:
 t

h
a
t

:
 a

b
o
u
t

 

t
h
e

 

future., 
of. 

m
a
n
k
h
i
d

 

s
e
e
m
s

 

w
o
r
t
h
-
w
h
i
l
e
.

こ 

-

......:

¥
.

 

.

.

.

v
e
b
i
e
n

ols
a
c
e

 

i
n

 

Econoiaics.

It 

is 

difScult to 

g
-v
.
v
e a

n

 appraisal 

of the 
でlace 

that 

a 

rnfin 

:
 
s
t
E
H
v
n
'

c/
q..llolds. 

.in. 

the., d
c
v
c
l
o
p
-

第

六

贼

.
七0

menf: 

or 

e
c
o
n
o
m
i
c
s
,

でarticularly 

o
n
e

 

wliose 

p
n

-pclpal 

w
o
r
k

 

h
a
s

 

b
e
s

 a
l
o
n
g

 

s
o
h u

n
o
r
t
h
o
d
o
x

 

lines 

% 

.tlla

rt-
o
f

 

v
e
b
l
e
p

 

H
i
s

 

abstract: 

1±
le? 

reticai 

s

rt-udies 

w
o
u
l
d

 

n
o
t

 

entitle 

h
i
m

 

to 

a

 

h
iVQ
h 

rank. 

B
u
t

 

in 

'the 

n
e
w

 

light 

w
h
i
c
h

 

h
e

tr
p.
s 

t
h
r
o
w
n

 

o
n

 

m
a
n
w
m
o
t
i
v
e
s

 

in 

e
c
o
n
o
m
i
c

 

life 

lie 

h
a
s

 

m
a
d
e

 

a

 

reall 

contribution. 

T
h
e
r
e

 

is 

n
o

 

d
o
u
b
t

 

th-at 

in 

H
s

 

general 

a
p
p
r
o
a
c
h

 

h
e

 

is 

o
n

 

r-
h
h
e track 

tlbat 

e
c
o
n
o
m

o*d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

 

is 

qoirfq 

to 

f
o
l
l
o
w
; 

a

 

treatment 

m
o
r
e

 in a
c
c
o
r
d

 

witht the 

n
e
w
e
r

 

concepts 

w
h
'o'
h evolutionary tlloligllt h

a
s

 

introduced, 

a
n
d

 

a

 

greater 

utilization 

o
f tlie 

dis

coveries 

m

 

other 

sciences. 

T
tr
e m

a
n
y

 

refer

ences 

t
o V

e

crIen 

in 

current 

s
o
d
o
I
O

aQfcal 

a
n
d

 

e
c
o
n
o
m
i
c

 

writing 

sbr
-
o
w
^
^
o
p
o
^
g

'-
t
o
f 

f

cu
e
a
s
/ 

a
n
d

c-
f
-
l
l
e 

w
r
i
t
e
r

cre
H
e
v
e
s

 

t
h
a
t

 lie 

.has 

h
a
d

 

m
o
r
e

 

u
l
E
u
s
c
e

 
o
n

 

conservative 

thinkers 

t
h
a
n

r-
t
-
h
e
y 

w
o
u
l
d

 

car
o)
け。

P
CL
日
^
.

h

:/
.

:

へ單
に
生
活
の
爲
め
のV

手
段
た
る
の
み
な
ら
ず
、
興
れ

共

産

主

義

0

經濟的基礎：

栽

 

個
人
の
總

ゆ
る
方
面
に
於
け
る
發
展
に
伴
つ
て
、
生
產
ヵ
も
亦
增 

M
l
.
"
ゝ

:
⑷
 

一
切
の
源
衆
が
十
分
に
流
れ
出
す 

ぃ
伊
：
：藤

-
秀

.!
-

此
の
時
始
め
て
狹
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會
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の
旗
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茲

に
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人
類
が
难
在
し
て
以
來
、
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め
て
、
各

部

分

\

に

「

各
人
は
其
の
能
力
に
應
じ
て
、
各
人
に
其
の
欲
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の
總
ゆ
る
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に
於
て
、
則
和
的
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設
せ
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應
じ
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ぐ
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が
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る
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等
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級
が
無
い
0:
其
れ
は
人
類
が
人
類
に
對
す
i

M

S
5*
も
亦
右
の
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搌
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得
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又
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な
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ら
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す
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得
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；
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檢
討
の
用
に 

へ
供
す
るS

に
し
様
ぅ
。
蓋
じ
そ
ば
丄
：®
,
叙
上
の
結
論 

に
對
す
.る
一
個
の
說
明
ビ
し
て
も
考
え
得
ら
れ
る
か
ら 

で
あ
る
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々
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の
考
ふ
る
所
に
遵
へ
ば
、
資
本
主
義
的

く
.■

「

科
學
的
智
識
を
獲
得
し
、
；
且
つ
生
活
資
料
及
享
樂 

财
の
人
爲
的
生
產
の
爲
め
に
«
力
す
る
所
の
人
類
に
€ 

つ
て
、
法
則
は
疋
にM

a
l
t
h
u
s

の

そ

.れ

ど

疋
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»

で

あ
 

^

:
生
活
資
料
及
草
難
财
0
,
:
蒂
積
は
人
ロ
の
增
加
ょ
9 

も
溢
扒
に
速
か
な
る
割
合
で
行
は
れ
て
居
る
.0
進
化
の 

法
則
及
び
効
果
增
殖
の：

法
則
ょ
：々
«
定
じ
得
：る
_

一
 

の 

，
結

論

：
は
"
生
活
資
料
の
有
^

^
は
'？
人
口
が
：：——

社 

#
紺
織
0
何
等
か
の
缺
陷
に
依
つ
て
人
爲
的
に(
且
つ 

1

時
钠)

抑
制
せ
ら
れ
ざ
る
限
b——

稠
密
S
な
る
に 

比
例
レ
て
其
の
割
合
で
增
如
す
る
マ」

い
ふ
事
で
あ
る
:0, 

我
々
の
生
產
力
に
關
し
て
言
ふ
な
ら
ば
"
そ
は
科
學
的 

知
識
が
成
長
し
其
れ
を
普
及
：す
る
た
め
の
方
法
が
ょ
り 

容

義

な

K
7
.而
し
：て
發
0)
]
的
天
才
>か
過
去
の
總
ゆ 

る
發
明
に
依
つ
て
鼓
舞
さ
！る

V
,程
度
に
應
U

て
、
尙

r組
織
に
於
け
る
生
：產
カ
の
最
大
の
障
碍
は
不
勞
不
生

產
K
級
-

-
他
人
の
勞
働
の
結
果
を

®

盡
し
自
ら
は

何
物
を
も
生
產
せ
ざ
る
階
級
の
存
在
で
あ
る
0
而
も 

啻
に
勞
働
の
結
果
を
徒
®
す

る

許

り

で

は

な

く

、
此 

の
生
產
組
織
に
於
け
る
資
本
の
所
有
苕
は
、
成
は
倜 

意
に
生
產
を
制
限
し
、
或
は
生
產
の
結
果
を
破
棄
滅 

失
せ
し
む
る
事
に
依
つ
て
、
堪
ら
利
潤
の
增
大
の
み 

を
慮
る
を
常
習
ビ
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
結
朵
は
勞 

侧
カ
を
生
產
市
場
か
ら
排
除
し
て
失
業
に
誘
導
す
る
。
 

生
產
手
段
が
少
數
者
に
歸
M
す
る
事
か
ら
結
架
す
る
所 

の
此
.の
直
接
的
、
意
識
的
の
生
產
の
制
限
に
加
へ
て
、 

其
處
に
は
又
間
接
的
、
無
意
識
的
の
制
限
が
存
在
す
る
。 

乙
れ
は
人
類
の
生
產
的
精
力
を
、
よ
&
大
な
る
生
產
の

梢
如
0
た
：め
に
ir
凡
，せ

中

*

て
、
：徒
ら
.に
、
«\
.湛
の
M
.
. 

か
^
ム
裔
侈
的
欲
認
滿
足
の
爲
め
に
浪
费
す
る
ぞ
い
ふ 

斟
で
あ
る
。
實
に
現
在
のM

澈
齟
織
の
：下
：に
於
て
' 
生 

_
カ

：
は

_

の

如

き

ー

一

重

の

制

限

を

蒙

，
つ

て

居

る

の

で

あ

」 

る
。(conquest 

of Bread, 

pp. 

1
7
-
2
1 

參
照)

然
る

に
•
方
に
於
て
、
彼
は
例
へ
ば
農
業
_の
可
能
性
を
論
じ
，
 

參
し
我
々
が
一
切
の
事
を
考
察
に
.入
れ
\
最
近
園
«
' 

耕
作
に
於
て
爲
さ
れ
た
る
進
步
ビ"

其
方
法
が
廣
く
ー 

般
的
に
普
及
せ
ん
^
す
る
傾
向
ど
を
感
得
し
ノ
今
日
行

.は
れ
つ
、
あ
る
所
の
耕
作
上
の
試
驗—

今
日
試
驄
な 

る
も
叨
1
!
1
赏
在
^
な
る
所
の
I

を
注
視
し
、
且
つ
科 

學
に
依
つ
て
貯
藏
せ
ら
る 
>

資
源
を
考
虛
す
る
な
ら
ば 

次
の
如
く
言
ひ
#
る
。：
即
ち
一
定
の
土
地
か
ら
彼
等
の 

生
活
資
料
を
猥
得
す
る
事
の
出
來
:̂

人
類
の
最
大
數
の 

限
界
を
"
現
在
に
於
て
豫
想
す
る
琪
は
全
く
不
可
能
で 

あ
む
、
又
各
地
方
に
於
て
人
®
が
如
何
に
a
々
の
生
產 

物
を
有
刺
に
栽
培
し
得
る
か
の
限
界
に
就
い
て
も

»
想

す
る
事
が
不
可
能
で
あ
る
。
日
々
に
以
前
の
限
界
は
廣 

め
ら
れ
、
新
し
く
廣
沉
な
る
水
平
線
が
開
股
さ
れ
る
。」 

ぞ
言
ひ
、
又

「

旣
に
知
ら
れ
"
而
も
未
だ
火
規
摸
に
試 

驗
せ
ら
れ
ざ
る
所
の
、
ょ
5
.遥
か
に
完
金
な
る
方
法
の 

下
に
於
て
如
何
な
る
進
步
が
達
成
せ
ら
る
、
か
は
寧
ろ 

豫
想
せ
ざ
る
を
可
\£
す
る
”
實
に
近
世
猫
約
的
軿
作
の 

發
達
は
無
限
で
あ
る
。JCselds, Factories 

s
d 

W
o
r
k

 

Shops, 

pp. 

1
3
5-

1
3
6
〕
V

言
ふ
が
如
く
、
現
在
の
組
織 

の
下
に
旣
に
、，
將
來
に
於
け
る
著
る
し
き
生
產
カ
發
股 

の
具
は
り
つ
、
あ
る
を
看
取
し
、之
を
指
摘
し
て
居
る
。
 

故
に
若
し
も
前
述
せ
る
所
の
生
產
上
の
制
限
S
之
等
の 

制
限
を
支
持
す
る
所
0
社
會
的
害
惡
を
根
絕
し
得
ん
か

生
活
資
料
の
豐
富
は
、^
に
ff
l
し
て
待
つ
可
き
で
ぁ
る
。
 

況
ん
ゃ
斯
の
如
き
隙
碍
の
徹
廢
は
生
產
ヵ
の
§

な
る 

發
達
を
促
進
す
可
&
の
理
明
白
な
る
に
於
て
然
る
0
で 

ぁ
る
。
故
に
日
く「

我
々
の
富
の
.眞
の
增
加
及
其
の
可 

能
性
を
考
慮
し
、
且
又
彡
現
在
の
經
濟
鈕
織
に
於
て
不

笫
十
八
锻
.:
:

(

八
三
九)

，
‘：
雜

錄

.

共
産
主
義
の
經
濟
的
寒
礎
！

i

就
て 

银
六
號 

七
at



r
十
八
猞

(

八
四
9

雜

錄
共
産
主
義
の
.經
濟
的
基
礎
|:
就
て
 

第
六號

七

六

可
避
な
る
所
の
生
產
上
の
直
接
的
制
限
及
間
楼
的
制
限 

の
兩
者
を
も
合
せ
考
ふ
る
な
ら
ば
、
生
活
資
料
に
對
す 

る
人
ロ
の
®
迫
を
想
像
す
る
が
如
き
は
一
の
謬
想
で
あ 

る
事
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
:0
:
.
故
に
現
在
社 

會
の
病
稂
は
他
に
之
を
求
^

ざ

る

を

得

な

い

の

で

あ

- 

^

L°'
'
o
o
(
A
n
a
r
c
h
i
s
t
c
o
m
m
c

5.s
m
'
o
.

 

14) 

一

八 

パ
一 

.

次
に
勞
働
の
奴
隸
的
繫
»

i
の
解
放——

分

業

のj

 

，薇
棄
及
精
Ml
勞
働
ど
肉
體
勞

_
ざ

の

對

抗

の

拒

否

は| 

K
r
o
p
o
t
k
i
p

の
舉
說
の
一
大
頊
目
で
あ
气「
凡

そ

彼

に

\ 

遵
ベ
ば"

眞
の
經
濟
學
は
、
人
類
の
欲
製
の
研
究
及
人
：

|

 

:;
.
:間
：の
：精
力
の
最
少
可
能
量
の
®

®
に
依
つ
：て
其
の
欲
望 

を
充
足
せ
し
む
る
手
段
の
硏
究
で
あ
る
。(conquest 

\

 

of Bread.-p. 
2
300

.

)

其
は
個
人
の
欲
望
ょ
り
出
發
し
、
 

全
人
の
欲
毁
を
滿
足
せ
し
む
る
手
段
を
探
究
す
る
。
而 

し
.て
.

t ；

心
.へ
ら
く「

^
し
も
#
人
：の
欲
0
*か
經
濟
學
の
出
... 

敬ii.

こ
.し
て
考
へ
ら
る
く
な
ら
ば
、
我
々
は
共
產
主
義

に
到
達
す
る
を
誤
ら
な
い
の
■で
あ
る
。
其
れ
は
最
も
徹 

底
的
な
最
も
經
濟
的
な
方
法
で
總
て
の
欲
辍
を
充
足
せ 

し
め
得
る
組
織
^
力
ら
で
あ
る
。
然
る
に
、
我
々
の
生 

產
が
欲S

S

の滿
足
に
適
應
す
る

や
否
や
を
探
ね
る
事
な 

く
し
て
、
現
在
の
生
產
方
法
か
ら
出
發
し
、
利
得
と
餘 

剩
價
値
を
目
的
^
す
る
な
ら
ば
我
々
の
必
然
的
に
：到
達 

す
を
所
は
資
本
主
義
若
く
は
高
々
集

產

主

義

n
arr
a
_ 

M

i)

で
あ
る
。
1

兩
者
は
現
在
の
賞
龈
制
度
の
一
一 

つ
の
異
な
れ
る
形
式
で
あ
る
。」

(ibid. 

p. 

245)

さ

，
て

全

人

の

欲

^
を
充
足
せ
し
め
、
而
し
て
此
の
目 

的
に
備
ふ
る
爲
め
に
產
業
を
如
：何
に
組
織
し
經
營
す
可 

さ
乎
を
知
ろ
所
の
社
會
は
、
從
つ
て
又
"
生
產
に
關
す 

る
幾
多
の
偏
兒
を
一
掃
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
斯
の
如
き
見 

地

ょ

りK
r
o
p
o
t
k

B-
は
社
會
主
義
者
す
ら
、
分
業
を
以 

つ
て
經
濟
上
の1

原
則
な
b

e
信
ず
る
の
蒙
を
極
^
誹 

謗
す
る
0「
彼
等(

社
曾
主
遜
源)

^
將
來
の
勞
働
組
織
に
就 

い
て
語
る
>£
、
分
業
は
支
持
せ
^
れ
ね
ぱ
な
ら
な
ぃ
；、

」

答
へ
る
。
若
し
も
諸
君
が
以
前
怊
針
の
尖
端
を
磨
ぃ
て 

居
れ
の
な
ら
、
今
後
も
引
緻
ぃ
て
®
針
の
尖
端
を
磨
か 

ね
，ば
^

ら
な
ぃ
ビ
。
謙
君
が一

日
五
時
間
以
上
働
炉
な 

く
て
も
茸
ぃ
.
S
ぃ
ふ
事
は
:*
實

だ

。

併

し

蚤

生

_

留

針 

の
尖
端
を
磨
か
ね
ば
な
ら
な
ぃ
だ
ら
う
。
然
る
に
、
他

j 

の
者
は
諸
君
が1

生
涯
に
幾
西
茁V」

ぃ
ふ
留
針
を
磨
く 

事
を
可
能
な
ら
し
む
る
樣
な
_
械
を
設
計
す
る
だ
ら
一 

:

う
。

I

又
竑
：者
は
文
學
、
'科
學
> 
技
術
_

の
高
尙
な
部
1
:

の
W
門
家
：て
あ
る
o

諸
岩
が
留
針
を
磨
く
爲
め
に
生
れ 

-.
^
の
な
ら
ばP

a
s
t
e
u
r

は
8 1
め
«f
0
を
#
明

す

る

爲

めj 

に
：在
れ
た
の
だ
。
革
命
は
此
0
爾
者
を
各
々
の
仕
事
に
'
. 

「

其
儘
殘
す
^
ら
う
と
。
實
に
此
の
原
則
，Uそ
社
會
：

2

有

■ 

*;
で
め
り
い
個
人
に
殘
乳
な
る
、
：：且

0

«
て

'0
害
惡
の
一 

源
规
た
る

恐
，る
可
き
原
則
で
あ
る
0」

，
更
に
續
け
で
日 

く
、

「

分
業
の
結
果
は
明
白
で
あ
る
。
人
々
は
二
つ
の 

階
級
に
分
裂
す
る

.一
 

は
生
產
者
階
*
で
あ
る
。

彼
等 

は
消
費
に
關
し
て
著
る
し
く
制
限
せ
ら
れ
る
。
而

し

て

：
ぬ
體
勞
働
の
み
に
追
は
れ
て
全
く
见
索
す
る
閑
暇
な
く 

頭
脳
明
敏
を
缺
く
が
故
に
勞
働
の
十
全
は
沏
し
得
ら
れ 

な
い
の
で
あ
る
。他
は
消
费
考
階
級
で
あ
る
，
彼
等
は
全 

然
又
は
始
r
何
物
も
生
產
し
な
い
.
而
し
て
他
の
^
の 

爲
め
に
考
慮
す
る
ど
い
ふ
特
權
を
持
つ
て
居
る
け
れ
ざ 

も
、
自
ら
勞
苦
す
る
人
々
の
全
社
會
に
無
知
a
る
が
故 

に
> 
其
の
考
慮
す
る
所
も
亦
十
全
を
期
丨
麵
い
の
で
あ 

る
。」

1

.P. 

2
4
9
)

斯
く
て
分
業
の
^
害
を
指 

摘
丨
、
そ
は
勞
働
K
對
す
る
愛
著
を
失
は
し
め
、
發
明 

，
の

能

力

を

相

死

せ

し

む

.る

.も
の
.で
あ
る
芒
觀
ず
る
。
 

「

分
業
《
は
人
々
の
生
涯
を
唯
，
一
つ
の
仕
事
に
繫
.轉
す

る
事
で
あ
る
。
-

-
或
者
は
工
場
で
綱
を
龃
み
繼
ぐ

爲
め
に
、
或
者
は
一
事
業
.の
エ
長
な
る
が
爲
め
に
、
又 

或
者
は
鑛
山
の一

宽
の
場
所
に
大
&
な
石
炭
籠
を
押
し 

て
ゆ
く
爲
め
に
。
然
る
に
彼
等
の
何
人
も
1
機
械
金
般 

,

其
の
事
業
に
就
い
て
、
成
は
其
の
鑛
山
に 

何
•等
の
觀
念
も
有
し
な
い
の
で
あ
る
。
此
の

第
た
號 

七七‘

に
.就
.い
_て 

就
い
て
、

;

第
十
八
卷(

八四一

〕

雜
錄
共
菝
主
義
の
經
濟
侦
拣
礎
じ
就
て



第

十

八

卷(

八
四
二)

I

雜
錄
共
逄
主
錢
の
經
濟
的
基
礎
：！
就
て 

第

六

雜

七
八

事
に
依0

て
彼
等
は
勞
働
に
對
す
る
愛
著
€

發
♦明
の
能 

力——
之
れ
こ
そ
、
近
世
產
業
の
初
め
に
、
今
日
我
.々 

の
將
り
ど
す
る
機
械
を
創
造
し
れ
も
の
で
あ
る
-—

を 

破
墩
す
る
。」

(
Icr
Q:
. P. 

250)

K
r
o
p
o
t
k
l
.
n

に
依
れ
ば
斯
の
如
さ
分
業
を
廢
乘
せ
ん 

.
ど
す
る
の
主
張
は
當
然
分
業
の
結
果
な
る
經
濟
上
の
こ 

階
級
.

■
ち
生
産
者
階
級
、，

a

消
费
者
階
級
の
對
立
の
消
滅 

を
豫
期
し
、
又
必
然
的
に
精S

勞
働
き
肉
體
勞
働
の
調 

和
に
關
す
る
論
考
を
伴
ふ
も
'®
で
あ
る
。
此
の
調
和
の 

.缺
如
は
、
人
類
生
活
に
本
然
的
な
る
筋
肉
勞
働
を
し
て 

苦
痛
な
ら
し
め
、
人
を
し
て
之
を
忌
避
せ
ん
す
る
の
-ニ
 

擧
に
出
：で〗

し
む
る
の
で
あ
る
。
又
此
の
缺
如
に
依
つ
，I 

て
、
人
が
獨
立
的
地
位
，に
，居
る
^
い
，ふ
事
が
他
人
の
勞
一 

働
に
ff
i

M
し
て
生
活
す
る
事
^
In
l
lf
:
:i
l
に
な
る
の
で
あ 

る
o
其
處
に
は
勞
働
の
單
調
、
生
產
力
の
狼
費
、勞
働
者 

の
知
的
敎
養
ょ
b
の
除
外
、
而
し
て
不
健
全
に
し
て
無 

「：

味
乾
燥
な
る
人
間
生
活
の
み
が
蓓
在
す
る
。
然
る
に
今
；
へ

や
二
つ
の
身
働
の
■
和
は
總
ゆ
る
之
等
の
陰
欝
な
る
印 

象
を
一
掃
す
る
だ
ら
う
。

「

其
時
勞
働
は
最
早
や
運
命 

の
呪
詛
ど
は

思
は
れ
な
い
だ
ら
う
。
其
は
正
に
#
か
ぁ 

る
可
き
も
の
ど
な
る
^
ら
う
。
叩
ち
人
間
の
總
ゆ
る
能 

力
の
自
曲
な
る
行
使
^
な
る
だ
ら
う
。」

勞
働
は
最
早 

や
生
活
の
一
手
段
で
は
な
く
て
其
れ
自
ら
第
一
の
生
活 

欲
踅
ど
な
る
の
で
あ
る
。
勞
働
は
苦
痛
で
は
な
く
て
! 

樂
で
ぁ
る
。
其
れ
は
萬
人
相
互
の
協
力
に
依
つ
て
營
ま 

る

、勞
働
の
#
宴

(Festival 

of L
a
b
o
u
r
)

で
あ
る
€ 

o 

(ibidL p. 

1
9
4

以
下
參
照〕

而

し

てK
r
o
p
o
t
k
i
n

が
此 

，の
調
和
の
爲
め
の
勞
働
敎
啻
に
關
し
或
は
又
斯
の
如
き 

勞
働
鈕
織
の
實
際
的
計
畫
に
.關
し
甚
だ
典
味
多
き
内
十
見 

を
披
櫪
す
る
の1

事
は
、
彼
の
著
書
紀
親
し
き
者
の
等 

し
く
看
過
し
能
は
ざ
る
所
で
あ
ら
う
。

.

九

:

最
後
に
賃
銀
制
度
に
對
す
るK

r
o
p
o
t
k
i
n

の
批
評
は 

M
a
r
x

の

所

謂「
狭
隘
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
權
利
患
®」

.に
對
す
る
駁
擊
に
他
な
ら
な
い
。
彼
は
集
產
主
義
者
が 

其
の
給
付
さ
れ
れ
る
勞
慟
に
對
す
る

報
«
の
樣
式
€
し 

,
v^:
#

f
5r
b
o
u
r
-
c
h
c
q
u
e
s

)

使
;|
]

を

推

羅

す

る

の

矛

盾

.を
離
じ
、
勞
働
券
も
亦
私
有
財
撖
制
设
支
持
の
H
的
に 

合
す
る
賃
龈
制
度
の
新
し
き
形
式
に
他
す
ど
し
て 

之
を
排
拒
す
る
。

(

一

bid. 

p
p

 

2. 1
5-

2
1
6
)

■
集
產
主
義
は 

ブ
方
に
於
て
生
齑
乎
段
の
共
冇
を
主
张
し
、
他
方
に
於 

:て
其
の
給
]̂

し
た
る
勞
働
最
に
應
じ
て
な
オ
所
の
分
® 

方
法
分
認
容
す
る
。

「

此
の
琪
は
茁
命
的
原
則
を
宣
言)

_
| 

■し
乍
ら
、
此

.!y
i
原
則
が
必
然
的
に
)«
す
所
の
結
果
を
無 

視
す
る
^
^ ,
ふ
事
で
あ
る

/0(【)

•
1

併
し
乍
ら「

一
 

社
會
は
"
ニ
箇
い
絕
對
r
相
拮
抗
す
る
原
則
"
即
ち
相 

互
が
絕
ぇ
ず
描
着
す
る
所
0;
,:ー，|
简

0
原
則
を
其
$
甚
礎 

S
な

t
能
は
ざ
る
は
明
か
，で
あ
る
？
故
に
斯
の
如
き
組 

織
を
保
有
す
る
國
民
若
く
は
團
體
は
>
再
び
生
產
手
段 

:
0
私

有

化

歸

；る
か
、
；
.又
：は
_

«

會̂
べ
變
革
す
る
：か
V 

其
の
何
：れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。J(p. 

221) 

「

第
十
八
餘(

八
四
三)

雜

.錄典産主義の經濟仙

凡
そ
如
何
な
る
標
準
に
侬
る
を
問
は
す
、
勞
働
を
分 

,,類
し
て
其
の
間
に
輕
重
を
置
き
> 
而
し
て
之
等
の
分
類 

,
に
從
ひ
其
の
給
付
さ
れ
た
る
勞
働
時
間
に
準
じ
て
報 

'!
'償
す
る
ど
言
ふ
が
如
さ
一
切
の
»
念
は
始
め
か
ら
典
產 

__主

義

的

忽

想

に

赀

反

す

る

も

の

で

あ

る

。

「

社

會

に

寄 

與
せ
ら
れ
た
る
給
付
は
、

そ
れ
が
X
場
に
於
け
る
ど
農 

.
圃
に
於
け
る

せ
將
乂
精
神
勞
働
た
る
を
問
は
ず
、
貨
幣 

で
評
價
す
る
^
は
出
來
な
い
。
價
値(

所
謂
交
換
®
値) 

1

の
正
確
な
る
尺
度
ビ
か
又
は
使
用
價
値
の
TF
II
な
る
尺 

度
な
る
も
の
は
あ
b
得
な
い
。
若
し
も
二
人
が
各
々
彼 

等
に
：

V 」

つ
て
は
同
様
に
快
適
な
ニ
箇
の
違
つ
た
仕
事 

■
を
、
年

中

1
日
に
芄
時
間
宛
社
會
の
爲
め
に
働
く
な
ら 

ば
、
概
し
て
彼
等
の
勞
働
'が
殆
r
同
量
て
あ
る
€
言
ひ 

得

ょ

ぅ

。
併

し

彼

等

の

勞

働

を

分

割

し

て

一

人

.の
勞
働 

の
或
特
定
の
日
、
時
間
、
又
は
分
秒
の
結
果
が
他
の
者 

の
一
日
、
'一
時
間
、
又

は一

分
秒
の
結
*

e同
價
値
で 

あ
る
ビ
云
ふ
事
は
出
來
な
い
。
：
：
又
我
々
は
彼
が
ニ 

*
礎
1
1就
て 

第
六
號 

七
九



龄

十

八

怨C

八
四
四〕

^

時
.間
に
成
し
遂
げ
た
も
の
を
収
つ
て
、
彼

の

一

問

勞 

働
の
收
獲
が
、

一
時
間
だ
け
，■
い
：た
他
の
者
の
收
榄
の 

1

一
倍
の
：價

値

ぁb 

i
l
l
a
a

:、：

此
の
割
合
で
兩
漭
に
報
償 

:

す
彡
事
は
出
來
な
い
。
，此
の
事
は
.エ
業
上
の
、
農
業
上 

の
.
.否
現
I在
の
全
社
#
生

ys
上
の1

切

の

®

合

的

作

用

一 

を
看
過
す
る
事
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
總
ゆ
る
個
別
的
勞
働 

が
如
何
に
廣
汎
に
過
去
及
現
在
の
全
社
#
的

勞

働

の

結| 

果
で
あ
も
か
を
無
視
す
る
事
で
あ
る
。，(

で
フ2

2
8
. 2

2
9
)

一
 

又

日

く「

我
々
が
夂
明
_
民
の
«
€

呼
ぶ
所
の
S
太

な

.| 

る
總
最
の
最
小
部
分
す
ら
も
、
赏
に
此
の
總
迸
の
一
部j 

分
で
あ
る
事
に
依
つ
て
價
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
：

一
 

.
家

屋

も

、
街

路

も

、
運
河
も
，、

.，.鐡
道
も
、
機

械

も

;.
'

又
«

: «
の
製
作
&
ヽ
總
て
之
等
の
：物

は

過

朱

及

現

在

總
.I 

ゆ
る
時
代
0
、
又
其
の
闕
及
數
中
规
を
隔
0
る
所
に
生 

活

す

る

人

々

の

結

合

的

努

力

に

依

，つ
て
劁
設
せ
ら
れ
た 

の
で
あ
る
。」

(AoarcMst 

c
o
m
m
u
n
i
s
m
,

 

p. 

1
6
)

故
に

各
々
の
部
1
2に
働
く
所
の
各
人
の
勞
働
の
問
に
劃
線
を

第
六
號 

八
〇 

引
く
ど
い
ふ
事
は
全
然
不
可
能
で
あ
る
。
從
つ
て
勞
働 

を
苏
の
結
果
で
評
最
す
る
事
は
不
合
理
で
ぁ
る
。

勞
働 

の
總
計
を
分
割
し
其
の
部
分
々
々
を
勞
働
に
费
さ
.れ
た 

時
間
數
で
評
遗
す
る
事
も
亦
當
然
不
合
理
で

ぁ
る
。
 

(
c
o
n
q
u
e
r
:

 of 

B
r
e
a
d

 

V 

2
3
1
1不
疋
不
合
理
な
る
ど
共 

に
其
は
又
不
：伞
弊
を
意
味
す
る
。

「

各
個
人
の
必
要 

(
n
e
c
e
s
s
a
n
.
e
s
)

は
決
し
て
常
に
彼
の
仕
®(

w
o
r
k
s
〕

に 

適
應
し
な
い」

か
ら
で
あ
る
。(

P
.

 

2
3
3
)

之
を
要
す
る
に
、
生
產
用
具
の
共
有
を
實
現
す
る
社 

會
に
於
て
は
其
れ
ビ
共
に
必
然
的
に
一
切
の
賃
銀
制
度 

を
廢
棄
す
る
^
ら
ぅ

S
言
ふ
の
がicropotkl.n

の
本
旨 

で
ぁ
る
。
を
し
て
其
睹
分
配
は
給
付
さ
れ
さ
る
勞
働
f
i 

に
應
じ
て
で
は
な
く
、
各
人
の
欲
盟
に
應
じ
て
行
は
る 

、
>?
言

ふ

の

で

あ

る

。

「

我

々

の

問

題V 」

す
る
所
は
取
に 

パ
ン
の
間
題
だ
け
で
は
な
い
。
其
れ
は
人
類
活
動
の
全 

體
を
包
含
す
る
。
併
し
典
の
德
礎
を
な
つ
て
居
る
の
は 

社
會
經
濟
の
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
我
々
は
結
論
す
る

、

I

錄
共
產
虫
雜
の
經
濟
的
連
礎
1±
就
て

全
人
の
共
厉
的
努
カ
に
依
っ
て
作
0

出
さ
れ
/2

る
>
生 

齑
闱
具
及
社
俞
の
總
て
の
欲
蛰
を
滿
足
せ
し
む
る
所
の 

手
段
は
>
:
全
人
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

'
V
、
*

:

全
人
は
富
の
生
產
：者
疋
消
©

者
艺
1

て
同; 

の
地
#
.
に
&

ヵ
れ
.ね
は
な
ら
.な
..い
、
:.
• 

. 

*其
0

事
は
常 

に
人
類
の
眞
の
目
的
で
扣
ヴ
だ
所
の
平
等
ビ
自
由
に
向 

っ
て
、
ょ
4

大
な
る
進
步
を
保
»
す
厶
唯
一
の
途
で
ぁ 

る
と
0」(

^
!
1
3
^
<
:

&:
^c

o
m
m
u
n
i
s
m
,

 

p. 

x
a

)

ie

に
3
ぐ

”
4 !

產
の
な
め
の
.必
耍
品
を
«
有
ず
る
；ど
：い
ふ«
は
共
同
生 

(

產

の

結

實

を

.共

同fc
享
樂
：
 

> る
.事
を
含
ん
で
.居
る
。

總 

ゆ
る
實
做
制
度
.が
廢
止
せ
ら
れ
た
る
時
、
そ
し
て
各
人 

が
典
同
の
幸
福
の
た
め
に
全
■
力
を
以
て
寄
與
し
、

rr
f
c 

:會
の
共
同
財
產
か
ら
欲
望
の
觀
犬
可
能
*
を
享
受
ず
る
；
 

時
、
其
時
に
の
み
公
1£
な
.る
社
會
_
織
が
成
立
し
得
る 

«
我
々
は
考
へ
る
の
.で
あ
る
。し

^

o

p̂;
. pp. 20V2I)

.

V

 
十
：
:
'
.
:
:
■
:

.

.:
:

,
洵
に
；終
局
の
0
的
に
關
し
て
純
芷
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
，は

.
ぃ
_
家
を
西
認
す
る
1

政府主毫も異なる所なし 

ご

はL
e
n
i
n

の
■明
^
斷
言
す
る
所
で
あ
る
。g

過
渡
期 

の
問
題
に
關
し
て
兩
者
は
全
くf

離
す
る
。
無
政
府
主 

義
に
1

て
、
或
は
無
產
考
の
獨
裁
€
言
ひ
或
は
共
產 

:

主
義
の
第
，

〗

階
梯

ミ沄
ふ
が
如
き
過
渡
的
の
形
態
を
锶 

容

す
る
は
：其

の«
自
ら

共
產
主
義
g
If
it則
の
否
定
で
あ 

る
に
反
し
、

マ
ル
ク
シ
ス
ト
は
斯
の
如
き
服
會
進
化
の 

:繁
梯

：を
必
然
的
の.も
0

^
1,
め
.て
之
を
立

ag
す

る

事 

は
即
ち
彼
等
が
科
學
的
社
會
主
義
者
に
し
て
ユ
ー
ト 

V

ア
.信
者
に
.
さ̂
る
";/
以
を
明
示
す
る
.'も
の
，
で
あ
' る
. 

w

主
張
す
る
。

M
a
r
x

は
：嘗

て

無

政

府

主

義

の

本
®
を

說

明

し

て

、 

「

總

て

の

社

會

主

義

者

は' A
g
r
c
H
e

の
下
に
次
の
事 

令

理

解

す

る.
一
度
.び
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の

0

1%
即 

ち
階
級
の
廢
止
が
達
成
.せ
ら
る

.

.、
气
其

0
.時
極
少 

數
者
‘が
大
多
數
の
生
產
者
念
束
縛
す
る
に
役
立
つ
所 

0
國
：家
：，の

權力
が
消
滅
す
る
。
そ
し
て
政
府
の
踉
分

笫
.六
號
.

八一

第
十
，八

猞

(

八
四
五)

雜' 

錄
典
產
主
義
の
經
濟
的
戡
礎
に
就
弋



笫

十

八

卷(

八
四
六)

雜

錄

は
備
單
な
管
理
の
職
分
に
變
化
す
る
。」

皮
。
最
後
の 

目
的
に
於
で一

致
す
る
所
.の
一
の
世
界
は
、
其
の
手
段 

.に
關
し
て
一
1
つ
の
傾
向
に
分
れ
る
。

一
は
此
の
.狀
態
を 

事
物
の
自
然4

ら
し
て
遠
き
將
來

0
中
に
實
體
.化
せ 

し

む

る

の

で

あ

る

。
他
は
此
の
狀
態
を
ー
擊

.0
下
に 

招
致
せ
ん
S
す
る
も
の
で
あ
る
。(

客
目
^ier : 

Bolsch- 

e
w
l
s
f
s
.

 

s
.  

211
)

故

に

L
e
n
i
n

も

亦

「

徘
デ
ュ
ー

リ 

ン
グ
論
中「

_
家
消
滅」

の
有
名
な
る
說
明
は
國
家
の 

廢
止
：を
.主

狼

す

る

所

の

無

政

府

主

義

者

を

非

難

し

て

居 

る
の
で
：は
な
い
。
.唯
"
國

家

の

廢

棄

が

ニ

.十

四

時

間
以 

內
に
可
能
で
あ
る
ご
言
ふ
现
論
の
宣
傳
に
對
し
て
彼
等 

を
非
雛
し
て
@
る
の
で
あ
る」

£
目
ひ
、{

L
e
n
f
n: 

Staat 

u
n
d

 Revolufion 

S
.

, 

5
3

)

5!
に
«
び

^

^
ド
は
彼
の「 

無

政

府

主

義

，
者

に

#1
す
る
論
^
の
眞
意
が
肋
»
さ
る
\ 

事
を
恐
れ
て
進
ん
で
次
の
事
を
力
說
し
て
居
る
の
で
あ 

る」

S
し
て
所
謂

f
 

Xの
眞
意
を
次
の
‘如
く
述
べ
て 

思

る

'「

國

家

の

革

命

的

過

渡

的

形

態

.は

無

產

者

階

級

•

第
六
顿 

八
ニ

の
れ
め
に
必
耍
で
あ
る
f
併

し

無

產

者

階

級

が

國

象

を 

必
要
ヒ
す
る
の
は
唯
一
時
的
で
あ
る
。
窮
極
民
的
e
し 

て
の
國
家
廢
ih
の
問
«
に

|1
6

い
て
我
々
は
無
政
府
主
義 

者
^
全
く
一
致
し
て
.居
る
。
我
々
の
確
信
す
る
所
は
此 

の
：目

的

を

達

成

す

る

爲

：め
^

®
器
、手
段
、方
法
の
}除 

的
刹
用
即
ち
捧
取
者
に
對
す
る
國
象
權
カ
の1 ,

時
的
利 

用
が
必
要
で
あ
る
e
い
ふ
水
、
又
同
様
に
總
ゆ
る
階
級 

の
廢
北
の
爲
，め
に
被
®

制

階

級

の

過

渡

的

獨

裁

が

必

耍 

で
あ
る

ビ

い
ふ
事
で
あ
る」

V
J

 

O

 

(ebsda. 

SS. 

5 3

丨54) 

M
a
r
x

の
共
產
主
義
の
眞
相
を
梁
し
て
以
上
述
ぺ
來 

り
し
如
く
解
釋
す
可
き
も
の
亡
せ
ば
旣
往
に
遡
り
て 

B
a
k
u
n
i
n

等

がM
a
r
x

の
共
產
主
籤
に
對
す
る
非
難
攻 

擊
、
就

中B
a
k
u
n
i
n

が

一

八

六

九

年Be
r
n
e

の
平
和
自 

©
聯
盟
の
大
會
に
於
け
る
演
說
の
一
節「

私
は
共
產
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